
新
旧

別
紙

別
紙

児
童

虐
待

・
Ｄ

Ｖ
対

策
等

総
合

支
援

事
業

費
国

庫
補

助
金

交
付

要
綱

児
童

虐
待

・
Ｄ

Ｖ
対

策
等

総
合

支
援

事
業

費
国

庫
補

助
金

交
付

要
綱

（
通

則
）

（
通

則
）

１
児

童
虐

待
・

Ｄ
Ｖ

対
策

等
総

合
支

援
事

業
費

国
庫

補
助

金
に

つ
い

て
は

、
予

算
の

範
囲

内
に

お
い

て
交

１
児

童
虐

待
・

Ｄ
Ｖ

対
策

等
総

合
支

援
事

業
費

国
庫

補
助

金
に

つ
い

て
は

、
予

算
の

範
囲

内
に

お
い

て
交

30
17

9
30

17
9

付
す

る
も

の
と

し
、

補
助

金
等

に
係

る
予

算
の

執
行

の
適

正
化

に
関

す
る

法
律

（
昭

和
年

法
律

第
付

す
る

も
の

と
し

、
補

助
金

等
に

係
る

予
算

の
執

行
の

適
正

化
に

関
す

る
法

律
（

昭
和

年
法

律
第

号
）

、
補

助
金

等
に

係
る

予
算

の
執

行
の

適
正

化
に

関
す

る
法

律
施

行
令

（
昭

和
年

政
令

第
号

。
号

）
、

補
助

金
等

に
係

る
予

算
の

執
行

の
適

正
化

に
関

す
る

法
律

施
行

令
（

昭
和

年
政

令
第

号
。

30
25

5
30

25
5

以
下

「
適

正
化

法
施

行
令

」
と

い
う

。
）

及
び

厚
生

労
働

省
所

管
補

助
金

等
交

付
規

則
（

平
成

年
以

下
「

適
正

化
法

施
行

令
」

と
い

う
。

）
及

び
厚

生
労

働
省

所
管

補
助

金
等

交
付

規
則

（
平

成
年

12
12

厚
生

省
厚

生
省

令
第

６
号

）
の

規
定

に
よ

る
ほ

か
、

こ
の

交
付

要
綱

の
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

。
令

第
６

号
）

の
規

定
に

よ
る

ほ
か

、
こ

の
交

付
要

綱
の

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

労
働

省
労

働
省

（
交

付
の

目
的

）
（

交
付

の
目

的
）

２
こ

の
補

助
金

は
、

別
表

の
第

１
欄

に
掲

げ
る

児
童

虐
待

防
止

対
策

等
支

援
事

業
及

び
Ｄ

Ｖ
・

女
性

保
護

２
こ

の
補

助
金

は
、

別
表

の
第

１
欄

に
掲

げ
る

児
童

虐
待

防
止

対
策

等
支

援
事

業
及

び
Ｄ

Ｖ
・

女
性

保
護

対
策

等
支

援
事

業
の

実
施

に
要

す
る

経
費

に
対

し
補

助
金

を
交

付
し

、
も

っ
て

地
域

に
お

け
る

児
童

虐
待

対
策

等
支

援
事

業
の

実
施

に
要

す
る

経
費

に
対

し
補

助
金

を
交

付
し

、
も

っ
て

地
域

に
お

け
る

児
童

虐
待

・
Ｄ

Ｖ
対

策
等

の
一

層
の

普
及

促
進

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

・
Ｄ

Ｖ
対

策
等

の
一

層
の

普
及

促
進

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

（
交

付
の

対
象

）
（

交
付

の
対

象
）

３
こ

の
補

助
金

の
交

付
の

対
象

と
な

る
事

業
（

以
下

「
交

付
対

象
事

業
」

と
い

う
）

は
、

平
成

１
７

年
３

こ
の

補
助

金
の

交
付

の
対

象
と

な
る

事
業

（
以

下
「

交
付

対
象

事
業

」
と

い
う

）
は

、
平

成
１

７
年

。
。

１
１

月
１

１
日

雇
児

発
第

号
厚

生
労

働
省

雇
用

均
等

・
児

童
家

庭
局

長
通

知
の

別
紙

「
児

童
虐

１
１

月
１

１
日

雇
児

発
第

号
厚

生
労

働
省

雇
用

均
等

・
児

童
家

庭
局

長
通

知
の

別
紙

「
児

童
虐

11
11

00
1

11
11

00
1

待
・

Ｄ
Ｖ

対
策

等
総

合
支

援
事

業
及

び
母

子
家

庭
等

対
策

総
合

支
援

事
業

実
施

要
綱

」
の

第
２

の
１

に
定

待
・

Ｄ
Ｖ

対
策

等
総

合
支

援
事

業
及

び
母

子
家

庭
等

対
策

総
合

支
援

事
業

実
施

要
綱

」
の

第
２

の
１

に
定

め
る

次
の

事
業

と
す

る
。

め
る

次
の

事
業

と
す

る
。

削
除

（
１

）
都

道
府

県
、

指
定

都
市

及
び

児
童

相
談

所
設

置
市

が
行

う
児

童
自

立
生

活
援

助
事

業

（
１

）
都

道
府

県
、

指
定

都
市

及
び

児
童

相
談

所
設

置
市

が
行

う
児

童
虐

待
防

止
対

策
支

援
事

業
（

２
）

都
道

府
県

、
指

定
都

市
及

び
児

童
相

談
所

設
置

市
が

行
う

児
童

虐
待

防
止

対
策

支
援

事
業

（
２

）
都

道
府

県
、

指
定

都
市

及
び

児
童

相
談

所
設

置
市

が
行

う
ひ

き
こ

も
り

等
児

童
福

祉
対

策
事

業
（

３
）

都
道

府
県

、
指

定
都

市
及

び
児

童
相

談
所

設
置

市
が

行
う

ひ
き

こ
も

り
等

児
童

福
祉

対
策

事
業

（
３

）
都

道
府

県
、

指
定

都
市

及
び

児
童

相
談

所
設

置
市

が
行

う
児

童
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー
運

営
事

業
（

４
）

都
道

府
県

、
指

定
都

市
及

び
児

童
相

談
所

設
置

市
が

行
う

児
童

家
庭

支
援

セ
ン

タ
ー

運
営

事
業

削
除

（
５

）
中

核
市

（
児

童
相

談
所

設
置

市
を

除
く

）
及

び
市

（
指

定
都

市
、

中
核

市
及

び
児

童
相

談
所

設
。

置
市

を
除

き
、

特
別

区
を

含
む

。
以

下
同

じ
）

が
行

う
児

童
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー
運

営
モ

デ
ル

事
。

業

（
４

）
都

道
府

県
、

指
定

都
市

及
び

児
童

相
談

所
設

置
市

が
行

う
里

親
支

援
機

関
事

業
（

６
）

都
道

府
県

、
指

定
都

市
及

び
児

童
相

談
所

設
置

市
が

行
う

里
親

支
援

機
関

事
業

（
５

）
都

道
府

県
、

指
定

都
市

及
び

児
童

相
談

所
設

置
市

が
行

う
地

域
生

活
・

自
立

支
援

事
業

（
モ

デ
ル

（
７

）
都

道
府

県
、

指
定

都
市

及
び

児
童

相
談

所
設

置
市

が
行

う
地

域
生

活
・

自
立

支
援

事
業

（
モ

デ
ル

事
業

）
事

業
）

（
６

）
都

道
府

県
、

指
定

都
市

及
び

児
童

相
談

所
設

置
市

が
行

う
基

幹
的

職
員

研
修

事
業

（
７

）
都

道
府

県
、

指
定

都
市

、
中

核
市

及
び

児
童

相
談

所
設

置
市

が
行

う
身

元
保

証
人

確
保

対
策

事
業

（
８

）
都

道
府

県
、

指
定

都
市

、
中

核
市

及
び

児
童

相
談

所
設

置
市

が
行

う
身

元
保

証
人

確
保

対
策

事
業
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新
旧

（
８

）
市

及
び

福
祉

事
務

所
を

設
置

す
る

町
村

が
行

う
身

元
保

証
人

確
保

対
策

事
業

（
母

子
生

活
支

援
施

（
９

）
市

及
び

福
祉

事
務

所
を

設
置

す
る

町
村

が
行

う
身

元
保

証
人

確
保

対
策

事
業

（
母

子
生

活
支

援
施

設
分

に
限

る
）

に
対

し
て

都
道

府
県

が
補

助
す

る
事

業
設

分
に

限
る

）
に

対
し

て
都

道
府

県
が

補
助

す
る

事
業

。
。

（
９

）
都

道
府

県
、

指
定

都
市

、
中

核
市

、
児

童
相

談
所

設
置

市
及

び
市

が
行

う
婦

人
相

談
員

活
動

強
化

（
）

都
道

府
県

、
指

定
都

市
、

中
核

市
、

児
童

相
談

所
設

置
市

及
び

市
が

行
う

婦
人

相
談

員
活

動
強

化
10

事
業

事
業

（
）

都
道

府
県

が
行

う
売

春
防

止
活

動
・

Ｄ
Ｖ

対
策

機
能

強
化

事
業

（
）

都
道

府
県

が
行

う
売

春
防

止
活

動
・

Ｄ
Ｖ

対
策

機
能

強
化

事
業

10
11

（
交

付
額

の
算

定
方

法
）

（
交

付
額

の
算

定
方

法
）

４
こ

の
補

助
金

の
交

付
額

は
、

別
表

の
第

１
欄

に
定

め
る

区
分

ご
と

に
、

次
に

よ
り

算
出

さ
れ

た
額

の
合

４
こ

の
補

助
金

の
交

付
額

は
、

別
表

の
第

１
欄

に
定

め
る

区
分

ご
と

に
、

次
に

よ
り

算
出

さ
れ

た
額

の
合

計
額

と
す

る
。

た
だ

し
、

算
出

さ
れ

た
区

分
ご

と
の

合
計

額
に

円
未

満
の

端
数

が
生

じ
た

場
合

に
計

額
と

す
る

。
た

だ
し

、
算

出
さ

れ
た

区
分

ご
と

の
合

計
額

に
円

未
満

の
端

数
が

生
じ

た
場

合
に

1,
00

0
1,

00
0

は
、

こ
れ

を
切

り
捨

て
る

も
の

と
す

る
。

は
、

こ
れ

を
切

り
捨

て
る

も
の

と
す

る
。

（
１

）
３

の
（

８
）

以
外

の
事

業
（

１
）

３
の

（
９

）
以

外
の

事
業

ア
別

表
の

第
２

欄
の

各
種

目
ご

と
に

、
第

３
欄

に
定

め
る

基
準

額
と

第
４

欄
に

定
め

る
対

象
経

費
の

実
ア

別
表

の
第

２
欄

の
各

種
目

ご
と

に
、

第
３

欄
に

定
め

る
基

準
額

と
第

４
欄

に
定

め
る

対
象

経
費

の
実

支
出

額
と

を
比

較
し

て
少

な
い

方
の

額
と

、
総

事
業

費
か

ら
寄

付
金

そ
の

他
の

収
入

額
を

控
除

し
た

額
支

出
額

と
を

比
較

し
て

少
な

い
方

の
額

と
、

総
事

業
費

か
ら

寄
付

金
そ

の
他

の
収

入
額

を
控

除
し

た
額

と
を

比
較

し
て

少
な

い
方

の
額

を
選

定
す

る
。

と
を

比
較

し
て

少
な

い
方

の
額

を
選

定
す

る
。

イ
ア

に
よ

り
選

定
さ

れ
た

額
に

第
５

欄
に

定
め

る
補

助
率

を
乗

じ
て

得
た

額
を

交
付

額
と

す
る

。
イ

ア
に

よ
り

選
定

さ
れ

た
額

に
第

５
欄

に
定

め
る

補
助

率
を

乗
じ

て
得

た
額

を
交

付
額

と
す

る
。

（
２

）
３

の
（

８
）

の
事

業
（

２
）

３
の

（
９

）
の

事
業

（
１

）
の

ア
に

準
じ

て
選

定
さ

れ
た

額
に

４
分

の
３

を
乗

じ
て

得
た

額
の

合
計

額
と

、
都

道
府

県
が

（
１

）
の

ア
に

準
じ

て
選

定
さ

れ
た

額
に

４
分

の
３

を
乗

じ
て

得
た

額
の

合
計

額
と

、
都

道
府

県
が

補
助

し
た

額
の

合
計

額
と

を
比

較
し

て
少

な
い

方
の

額
に

第
５

欄
に

定
め

る
補

助
率

を
乗

じ
て

得
た

額
補

助
し

た
額

の
合

計
額

と
を

比
較

し
て

少
な

い
方

の
額

に
第

５
欄

に
定

め
る

補
助

率
を

乗
じ

て
得

た
額

を
交

付
額

と
す

る
。

を
交

付
額

と
す

る
。

（
交

付
額

等
の

下
限

）
（

交
付

額
等

の
下

限
）

５
４

で
定

め
る

算
定

方
法

に
よ

り
算

出
さ

れ
た

補
助

金
の

交
付

額
が

、
１

９
４

千
円

に
満

た
な

い
場

合
に

５
４

で
定

め
る

算
定

方
法

に
よ

り
算

出
さ

れ
た

補
助

金
の

交
付

額
が

、
１

９
４

千
円

に
満

た
な

い
場

合
に

は
、

交
付

の
決

定
を

行
わ

な
い

も
の

と
す

る
。

は
、

交
付

の
決

定
を

行
わ

な
い

も
の

と
す

る
。

（
交

付
の

条
件

）
（

交
付

の
条

件
）

６
こ

の
補

助
金

の
交

付
の

決
定

に
は

、
次

の
条

件
が

付
さ

れ
る

も
の

と
す

る
。

６
こ

の
補

助
金

の
交

付
の

決
定

に
は

、
次

の
条

件
が

付
さ

れ
る

も
の

と
す

る
。

（
１

）
別

表
第

１
欄

に
定

め
る

区
分

ご
と

の
事

業
に

要
す

る
経

費
の

配
分

の
変

更
（

そ
れ

ぞ
れ

の
配

分
額

（
１

）
別

表
第

１
欄

に
定

め
る

区
分

ご
と

の
事

業
に

要
す

る
経

費
の

配
分

の
変

更
（

そ
れ

ぞ
れ

の
配

分
額

の
い

ず
れ

か
低

い
額

の
３

０
％

以
内

の
変

更
を

除
く

）
を

す
る

場
合

に
は

、
厚

生
労

働
大

臣
の

承
の

い
ず

れ
か

低
い

額
の

３
０

％
以

内
の

変
更

を
除

く
）

を
す

る
場

合
に

は
、

厚
生

労
働

大
臣

の
承

。
。

認
を

受
け

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
認

を
受

け
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

（
２

）
事

業
の

内
容

の
変

更
（

軽
微

な
変

更
を

除
く

）
を

す
る

場
合

に
は

、
厚

生
労

働
大

臣
の

承
認

を
（

２
）

事
業

の
内

容
の

変
更

（
軽

微
な

変
更

を
除

く
）

を
す

る
場

合
に

は
、

厚
生

労
働

大
臣

の
承

認
を

。
。

受
け

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
受

け
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

（
３

）
事

業
を

中
止

し
、

又
は

廃
止

す
る

場
合

に
は

、
厚

生
労

働
大

臣
の

承
認

を
受

け
な

け
れ

ば
な

ら
な

（
３

）
事

業
を

中
止

し
、

又
は

廃
止

す
る

場
合

に
は

、
厚

生
労

働
大

臣
の

承
認

を
受

け
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

い
。

（
４

）
事

業
に

よ
り

取
得

し
、

又
は

効
用

の
増

加
し

た
価

格
が

、
単

価
５

０
万

円
以

上
の

機
械

及
び

器
具

（
４

）
事

業
に

よ
り

取
得

し
、

又
は

効
用

の
増

加
し

た
価

格
が

、
単

価
５

０
万

円
以

上
の

機
械

及
び

器
具

に
つ

い
て

は
、

適
正

化
法

施
行

令
第

１
４

条
第

１
項

第
２

号
の

規
定

に
よ

り
厚

生
労

働
大

臣
が

別
に

に
つ

い
て

は
、

適
正

化
法

施
行

令
第

１
４

条
第

１
項

第
２

号
の

規
定

に
よ

り
厚

生
労

働
大

臣
が

別
に
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定
め

る
期

間
を

経
過

す
る

ま
で

、
厚

生
労

働
大

臣
の

承
認

を
受

け
な

い
で

、
こ

の
補

助
金

の
交

付
の

定
め

る
期

間
を

経
過

す
る

ま
で

、
厚

生
労

働
大

臣
の

承
認

を
受

け
な

い
で

、
こ

の
補

助
金

の
交

付
の

目
的

に
反

し
て

使
用

し
、

譲
渡

し
、

交
換

し
、

貸
し

付
け

、
又

は
担

保
に

供
し

て
は

な
ら

な
い

。
目

的
に

反
し

て
使

用
し

、
譲

渡
し

、
交

換
し

、
貸

し
付

け
、

又
は

担
保

に
供

し
て

は
な

ら
な

い
。

（
５

）
厚

生
労

働
大

臣
の

承
認

を
受

け
て

財
産

を
処

分
す

る
こ

と
に

よ
り

収
入

が
あ

っ
た

場
合

に
は

、
そ

（
５

）
厚

生
労

働
大

臣
の

承
認

を
受

け
て

財
産

を
処

分
す

る
こ

と
に

よ
り

収
入

が
あ

っ
た

場
合

に
は

、
そ

の
収

入
の

全
部

又
は

一
部

を
国

庫
に

納
付

さ
せ

る
こ

と
が

あ
る

。
の

収
入

の
全

部
又

は
一

部
を

国
庫

に
納

付
さ

せ
る

こ
と

が
あ

る
。

（
６

）
事

業
に

よ
り

取
得

し
、

又
は

効
用

の
増

加
し

た
財

産
に

つ
い

て
は

、
事

業
の

完
了

後
に

お
い

て
も

（
６

）
事

業
に

よ
り

取
得

し
、

又
は

効
用

の
増

加
し

た
財

産
に

つ
い

て
は

、
事

業
の

完
了

後
に

お
い

て
も

善
良

な
管

理
者

の
注

意
を

も
っ

て
管

理
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

効
率

的
な

運
営

を
図

ら
な

け
れ

ば
な

善
良

な
管

理
者

の
注

意
を

も
っ

て
管

理
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

効
率

的
な

運
営

を
図

ら
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

ら
な

い
。

（
７

）
こ

の
補

助
金

と
事

業
に

係
る

予
算

及
び

決
算

と
の

関
係

を
明

ら
か

に
し

た
別

紙
様

式
第

１
に

よ
る

（
７

）
こ

の
補

助
金

と
事

業
に

係
る

予
算

及
び

決
算

と
の

関
係

を
明

ら
か

に
し

た
別

紙
様

式
第

１
に

よ
る

調
書

を
作

成
す

る
と

と
も

に
、

事
業

に
係

る
歳

入
及

び
歳

出
に

つ
い

て
証

拠
書

類
を

整
理

し
、

か
つ

調
書

を
作

成
し

、
こ

れ
を

事
業

完
了

の
日

（
事

業
の

中
止

又
は

廃
止

の
承

認
を

受
け

た
場

合
に

は
そ

調
書

及
び

証
拠

書
類

を
事

業
完

了
の

日
（

事
業

の
中

止
又

は
廃

止
の

承
認

を
受

け
た

場
合

に
は

そ
の

の
承

認
を

受
け

た
日

）
の

属
す

る
年

度
の

終
了

後
５

年
間

保
管

し
て

お
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

承
認

を
受

け
た

日
）

の
属

す
る

年
度

の
終

了
後

５
年

間
保

管
し

て
お

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

（
８

）
都

道
府

県
は

、
国

か
ら

概
算

払
い

に
よ

り
間

接
補

助
金

に
係

る
補

助
金

の
交

付
を

受
け

た
場

合
に

（
８

）
都

道
府

県
は

、
国

か
ら

概
算

払
い

に
よ

り
間

接
補

助
金

に
係

る
補

助
金

の
交

付
を

受
け

た
場

合
に

は
、

当
該

概
算

払
を

受
け

た
補

助
金

に
相

当
す

る
額

を
遅

滞
な

く
間

接
補

助
事

業
者

に
交

付
し

な
け

は
、

当
該

概
算

払
を

受
け

た
補

助
金

に
相

当
す

る
額

を
遅

滞
な

く
間

接
補

助
事

業
者

に
交

付
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

れ
ば

な
ら

な
い

。
（

９
）

都
道

府
県

は
、

間
接

補
助

金
を

間
接

補
助

事
業

者
に

交
付

す
る

場
合

に
は

（
２

）
か

ら
（

７
）

、

（
９

）
都

道
府

県
は

、
間

接
補

助
金

を
間

接
補

助
事

業
者

に
交

付
す

る
場

合
に

は
（

２
）

か
ら

（
７

）
に

掲
げ

る
条

件
を

付
さ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
、

に
掲

げ
る

条
件

を
付

さ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

（
２

）
か

ら
（

３
）

及
び

（
５

）
中

「
厚

生
労

働
大

臣
」

と
あ

る
の

は
「

都

こ
の

場
合

に
お

い
て

（
２

）
か

ら
（

３
）

及
び

（
５

）
中

「
厚

生
労

働
大

臣
」

と
あ

る
の

は
「

都
道

府
県

知
事

」
と

「
国

庫
」

と
あ

る
の

は
「

都
道

府
県

」
と

（
４

）
中

「
厚

生
労

働
大

臣
の

承
、

、

道
府

県
知

事
」

と
「

国
庫

」
と

あ
る

の
は

「
都

道
府

県
」

と
（

４
）

中
「

厚
生

労
働

大
臣

の
承

認
」

と
あ

る
の

は
「

都
道

府
県

知
事

の
承

認
」

と
（

７
）

中
「

補
助

金
」

と
あ

る
の

は
「

間
接

補
、

、
、

認
」

と
あ

る
の

は
「

都
道

府
県

知
事

の
承

認
」

と
（

７
）

中
「

補
助

金
」

と
あ

る
の

は
「

間
接

補
助

金
」

と
読

み
替

え
る

も
の

と
す

る
。

、

助
金

」
と

読
み

替
え

る
も

の
と

す
る

。
(

）
（

９
）

に
よ

り
付

し
た

条
件

に
基

づ
き

都
道

府
県

知
事

が
承

認
す

る
場

合
に

は
、

あ
ら

か
じ

め
厚

生
10

(
）

（
９

）
に

よ
り

付
し

た
条

件
に

基
づ

き
都

道
府

県
知

事
が

承
認

す
る

場
合

に
は

、
あ

ら
か

じ
め

厚
生

労
働

大
臣

の
承

認
を

受
け

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
10

労
働

大
臣

の
承

認
を

受
け

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
）

間
接

補
助

事
業

者
か

ら
財

産
の

処
分

に
よ

る
収

入
の

全
部

又
は

一
部

の
納

付
が

あ
っ

た
場

合
に

は
、

(1
1

）
間

接
補

助
事

業
者

か
ら

財
産

の
処

分
に

よ
る

収
入

の
全

部
又

は
一

部
の

納
付

が
あ

っ
た

場
合

に
は

、
そ

の
納

付
額

の
全

部
又

は
一

部
を

国
庫

に
納

付
さ

せ
る

こ
と

が
あ

る
。

(1
1

そ
の

納
付

額
の

全
部

又
は

一
部

を
国

庫
に

納
付

さ
せ

る
こ

と
が

あ
る

。

（
申

請
手

続
）

（
申

請
手

続
）

７
こ

の
補

助
金

の
交

付
の

申
請

は
、

次
に

よ
り

行
う

も
の

と
す

る
。

７
こ

の
補

助
金

の
交

付
の

申
請

は
、

次
に

よ
り

行
う

も
の

と
す

る
。

（
１

）
補

助
金

等
に

係
る

予
算

の
執

行
の

適
正

化
に

関
す

る
法

律
第

２
６

条
第

２
項

に
基

づ
き

、
補

助
金

等

（
１

）
補

助
金

等
に

係
る

予
算

の
執

行
の

適
正

化
に

関
す

る
法

律
第

２
６

条
第

２
項

に
基

づ
き

、
補

助
金

等
の

交
付

に
関

す
る

事
務

の
一

部
を

都
道

府
県

が
行

う
場

合

の
交

付
に

関
す

る
事

務
の

一
部

を
都

道
府

県
が

行
う

場
合

市
長

は
、

別
紙

様
式

第
２

に
よ

る
申

請
書

及
び

関
係

書
類

を
都

道
府

県
知

事
が

別
に

定
め

る
日

ま
で

市
長

は
、

別
紙

様
式

第
２

に
よ

る
申

請
書

及
び

関
係

書
類

を
都

道
府

県
知

事
が

別
に

定
め

る
日

ま
で

に
都

道
府

県
知

事
に

提
出

し
、

都
道

府
県

知
事

は
、

前
記

の
申

請
書

を
受

理
し

た
と

き
は

、
必

要
な

審

に
都

道
府

県
知

事
に

提
出

し
、

都
道

府
県

知
事

は
、

前
記

の
申

請
書

を
受

理
し

た
と

き
は

、
必

要
な

審
査

を
行

い
、

適
正

と
認

め
た

と
き

は
こ

れ
を

取
り

ま
と

め
の

う
え

、
毎

年
度

８
月

末
日

ま
で

に
厚

生
労

査
を

行
い

、
適

正
と

認
め

た
と

き
は

こ
れ

を
取

り
ま

と
め

の
う

え
、

毎
年

度
８

月
末

日
ま

で
に

厚
生

労
働

大
臣

に
提

出
す

る
も

の
と

す
る

。

働
大

臣
に

提
出

す
る

も
の

と
す

る
。

（
２

）
上

記
以

外
の

場
合

（
２

）
上

記
以

外
の

場
合

別
紙

様
式

第
３

に
よ

る
申

請
書

お
よ

び
関

係
書

類
を

毎
年

度
８

月
末

日
ま

で
に

厚
生

労
働

大
臣

に
提

別
紙

様
式

第
３

に
よ

る
申

請
書

お
よ

び
関

係
書

類
を

毎
年

度
８

月
末

日
ま

で
に

厚
生

労
働

大
臣

に
提

出
し

て
行

う
も

の
と

す
る

。

出
し

て
行

う
も

の
と

す
る

。
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（
変

更
申

請
手

続
）

（
変

更
申

請
手

続
）

８
こ

の
補

助
金

の
交

付
決

定
後

の
事

情
の

変
更

に
よ

り
、

交
付

申
請

の
内

容
を

変
更

し
て

追
加

交
付

申
請

８
こ

の
補

助
金

の
交

付
決

定
後

の
事

情
の

変
更

に
よ

り
、

交
付

申
請

の
内

容
を

変
更

し
て

追
加

交
付

申
請

、
、

。
等

を
行

う
場

合
に

は
、

７
に

定
め

る
申

請
手

続
き

に
従

い
、

別
紙

様
式

第
４

に
よ

る
申

請
書

お
よ

び
関

係
等

を
行

う
場

合
に

は
７

に
定

め
る

申
請

手
続

き
に

従
い

毎
年

度
１

月
末

日
ま

で
に

行
う

も
の

と
す

る

書
類

を
毎

年
度

１
月

末
日

ま
で

に
行

う
も

の
と

す
る

。

（
交

付
決

定
ま

で
の

標
準

的
期

間
）

（
交

付
決

定
ま

で
の

標
準

的
期

間
）

９
国

は
、

交
付

申
請

書
又

は
変

更
交

付
申

請
書

が
到

達
し

た
日

か
ら

起
算

し
て

原
則

と
し

て
２

か
月

以
内

９
国

は
、

交
付

申
請

書
又

は
変

更
交

付
申

請
書

が
到

達
し

た
日

か
ら

起
算

し
て

原
則

と
し

て
２

か
月

以
内

に
交

付
の

決
定

（
決

定
の

変
更

を
含

む
）

を
行

う
も

の
と

す
る

。
に

交
付

の
決

定
（

決
定

の
変

更
を

含
む

）
を

行
う

も
の

と
す

る
。

。
。

（
補

助
金

の
概

算
払

）
（

補
助

金
の

概
算

払
）

厚
生

労
働

大
臣

は
、

必
要

が
あ

る
と

認
め

る
場

合
に

お
い

て
は

、
国

の
支

払
計

画
承

認
額

の
範

囲
内

に
厚

生
労

働
大

臣
は

、
必

要
が

あ
る

と
認

め
る

場
合

に
お

い
て

は
、

国
の

支
払

計
画

承
認

額
の

範
囲

内
に

10
10

お
い

て
概

算
払

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

お
い

て
概

算
払

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
実

績
報

告
）

（
実

績
報

告
）

こ
の

補
助

金
の

事
業

実
績

報
告

は
、

次
に

よ
り

行
う

も
の

と
す

る
。

こ
の

補
助

金
の

事
業

実
績

報
告

は
、

次
に

よ
り

行
う

も
の

と
す

る
。

11
11

（
１

）
補

助
金

等
に

係
る

予
算

の
執

行
の

適
正

化
に

関
す

る
法

律
第

２
６

条
第

２
項

に
基

づ
き

、
補

助
金

等
（

１
）

補
助

金
等

に
係

る
予

算
の

執
行

の
適

正
化

に
関

す
る

法
律

第
２

６
条

第
２

項
に

基
づ

き
、

補
助

金
等

の
交

付
に

関
す

る
事

務
の

一
部

を
都

道
府

県
が

行
う

場
合

の
交

付
に

関
す

る
事

務
の

一
部

を
都

道
府

県
が

行
う

場
合

市
長

は
、

別
紙

様
式

第
５

に
よ

る
報

告
書

を
都

道
府

県
知

事
が

別
に

定
め

る
日

ま
で

に
都

道
府

県
知

市
長

は
、

別
紙

様
式

第
４

に
よ

る
報

告
書

を
都

道
府

県
知

事
が

別
に

定
め

る
日

ま
で

に
都

道
府

県
知

事
に

提
出

し
、

都
道

府
県

知
事

は
、

前
記

の
報

告
書

を
受

理
し

た
と

き
は

、
必

要
な

審
査

を
行

い
、

適
事

に
提

出
し

、
都

道
府

県
知

事
は

、
前

記
の

報
告

書
を

受
理

し
た

と
き

は
、

必
要

な
審

査
を

行
い

、
適

正
と

認
め

た
と

き
は

こ
れ

を
取

り
ま

と
め

の
う

え
、

翌
年

度
４

月
１

０
日

（
６

の
（

３
）

に
よ

り
事

業
正

と
認

め
た

と
き

は
こ

れ
を

取
り

ま
と

め
の

う
え

、
翌

年
度

４
月

１
０

日
（

６
の

（
３

）
に

よ
り

事
業

の
中

止
又

は
廃

止
の

承
認

を
受

け
た

場
合

に
あ

っ
て

は
、

当
該

承
認

通
知

を
受

理
し

た
日

か
ら

起
算

し
の

中
止

又
は

廃
止

の
承

認
を

受
け

た
場

合
に

あ
っ

て
は

、
当

該
承

認
通

知
を

受
理

し
た

日
か

ら
起

算
し

て
１

か
月

を
経

過
し

た
日

）
ま

で
に

厚
生

労
働

大
臣

に
提

出
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
て

１
か

月
を

経
過

し
た

日
）

ま
で

に
厚

生
労

働
大

臣
に

提
出

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

（
２

）
上

記
以

外
の

場
合

（
２

）
上

記
以

外
の

場
合

別
紙

様
式

第
６

に
よ

る
報

告
書

を
、

翌
年

度
４

月
１

０
日

（
６

の
（

３
）

に
よ

り
事

業
の

中
止

又
は

別
紙

様
式

第
５

に
よ

る
報

告
書

を
、

翌
年

度
４

月
１

０
日

（
６

の
（

３
）

に
よ

り
事

業
の

中
止

又
は

廃
止

の
承

認
を

受
け

た
場

合
に

あ
っ

て
は

、
当

該
承

認
通

知
を

受
理

し
た

日
か

ら
起

算
し

て
１

か
月

を
廃

止
の

承
認

を
受

け
た

場
合

に
あ

っ
て

は
、

当
該

承
認

通
知

を
受

理
し

た
日

か
ら

起
算

し
て

１
か

月
を

経
過

し
た

日
）

ま
で

に
厚

生
労

働
大

臣
に

提
出

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

経
過

し
た

日
）

ま
で

に
厚

生
労

働
大

臣
に

提
出

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

（
補

助
金

の
返

還
）

（
補

助
金

の
返

還
）

厚
生

労
働

大
臣

は
、

交
付

す
べ

き
補

助
金

の
額

を
確

定
し

た
場

合
に

お
い

て
、

既
に

そ
の

額
を

超
え

る
厚

生
労

働
大

臣
は

、
交

付
す

べ
き

補
助

金
の

額
を

確
定

し
た

場
合

に
お

い
て

、
既

に
そ

の
額

を
超

え
る

12
12

補
助

金
が

交
付

さ
れ

て
い

る
と

き
は

、
期

限
を

定
め

て
、

そ
の

超
え

る
部

分
に

つ
い

て
国

庫
に

返
還

す
る

補
助

金
が

交
付

さ
れ

て
い

る
と

き
は

、
期

限
を

定
め

て
、

そ
の

超
え

る
部

分
に

つ
い

て
国

庫
に

返
還

す
る

こ
と

を
命

ず
る

。
こ

と
を

命
ず

る
。

（
そ

の
他

）
（

そ
の

他
）

特
別

の
事

情
に

よ
り

４
、

７
、

８
及

び
１

１
に

定
め

る
算

定
方

法
、

手
続

き
に

よ
る

こ
と

が
で

き
な

い
特

別
の

事
情

に
よ

り
４

、
７

、
８

及
び

１
１

に
定

め
る

算
定

方
法

、
手

続
き

に
よ

る
こ

と
が

で
き

な
い

13
13

場
合

に
は

、
あ

ら
か

じ
め

厚
生

労
働

大
臣

の
承

認
を

受
け

て
そ

の
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

も
の

と
す

る
。

場
合

に
は

、
あ

ら
か

じ
め

厚
生

労
働

大
臣

の
承

認
を

受
け

て
そ

の
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

も
の

と
す

る
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